Kyoto Sightseeing of the Early Edo Period : Based on the Analysis of the Kana-zoshi by 中島, 伸吾
近
世
初
期
の
京
都
見
物
に
つ
い
て
仮
名
草
子
の
分
析
を
中
心
に
中
島
伸
吾
は
じ
め
に
小
論
で
は
、
仮
名
草
子
の
記
述
内
容
を
分
析
す
る
こ
と
に
よ
り
、
近
世
初
期
の
京
都
見
物
の
様
相
を
明
ら
か
に
す
る
。
こ
れ
ま
で
の
京
都
見
物
に
関
す
る
研
究
は
、
名
所
案
内
記
や
旅
日
記
を
史
料
と
し
て
用
い
る
も
の
で
あ
っ
た
た
め
、
こ
れ
ら
の
史
料
が
出
現
す
る
万
治
・
寛
文
年
間
以
降
に
つ
い
て
の
も
の
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
り
、
近
世
初
期
の
京
都
見
物
の
様
相
に
つ
い
て
は
十
分
に
研
究
さ
れ
て
い
る
と
は
言
え
な
い
。
し
か
し
、
こ
れ
ま
で
十
分
に
利
用
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
仮
名
草
子
を
史
料
と
し
て
用
い
る
こ
と
に
よ
り
、
近
世
初
期
の
京
都
見
物
の
様
相
を
明
ら
か
に
で
き
る
も
の
と
考
え
る
。
近
世
初
期
の
京
都
見
物
に
関
す
る
研
究
例
は
少
な
い
。
こ
れ
は
、
名
所
案
内
記
や
旅
日
記
等
の
利
用
で
き
る
史
料
の
少
な
さ
に
起
因
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
小
論
で
は
、
こ
れ
ま
で
利
用
さ
れ
る
こ
と
が
少
な
か
っ
た
仮
名
草
子
を
史
料
と
し
て
用
い
る
こ
と
に
よ
り
、
近
世
初
期
の
京
都
見
物
の
様
相
を
明
ら
か
に
す
る
。
具
体
的
に
は
、
仮
名
草
子
の
中
か
ら
『
竹
斎
』
と
『
露
殿
物
語
』
を
と
り
あ
げ
、
そ
こ
に
表
れ
る
京
都
見
物
の
行
動
を
分
析
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
持
つ
特
徴
を
明
確
に
す
る
。
ま
た
、
両
作
品
の
記
述
内
容
か
ら
、
仮
名
草
子
を
史
料
と
し
て
利
用
す
る
こ
と
の
妥
当
性
に
つ
い
て
検
証
を
行
う
他
、
京
都
見
物
の
利
便
性
に
繫
が
っ
た
で
あ
ろ
う
し
る
べ
や
案
内
人
に
つ
い
て
も
若
干
の
考
察
を
行
う
。
そ
れ
ら
の
結
果
、『
竹
斎
』
が
い
わ
ゆ
る
「
膝
栗
毛
も
の
」
の
、『
露
殿
物
語
』
が
い
わ
ゆ
る
「
評
判
記
も
の
」
の
祖
形
と
な
っ
た
だ
け
で
は
な
く
、
万
治
・
寛
文
年
間
の
『
京
童
』
や
『
洛
陽
名
所
集
』
を
は
じ
め
と
す
る
、
い
わ
ゆ
る
名
所
案
内
記
類
に
影
響
を
与
え
た
可
能
性
に
つ
い
て
指
摘
す
る
。
キ
ー
ワ
ー
ド
京
都
見
物
、
京
内
参
り
、
仮
名
草
子
、
名
所
案
内
記
、
近
世
初
期
〔
抄
録
〕
一
三
七
佛
教
大
学
大
学
院
紀
要
文
学
研
究
科
篇
第
四
十
二
号
（
二
〇
一
四
年
三
月
）
近
世
は
旅
の
時
代
と
言
わ
れ
る
ほ
ど
、
旅
行
が
盛
ん
な
時
代
で
あ
っ
た
。
特
に
民
衆
が
社
会
的
・
経
済
的
に
上
昇
し
た
こ
と
に
伴
い
、
一
般
庶
民
ま
で
も
旅
に
出
る
時
代
で
あ
っ
た
。
そ
の
背
景
に
は
、
元
和
武
に
よ
り
社
会
的
な
安
定
が
実
現
し
た
こ
と
や
、
江
戸
幕
府
の
諸
街
道
整
備
に
よ
る
交
通
の
円
滑
化
が
あ
る
と
さ
れ
る１
）
。
し
か
し
、
封
建
的
身
分
制
度
が
強
固
な
社
会
に
お
い
て
、
自
由
に
旅
に
出
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
か
な
う
も
の
で
は
な
く
、
様
々
な
制
約
を
乗
り
越
え
て
実
現
す
る
の
が
庶
民
に
と
っ
て
の
旅
で
あ
っ
た
。
こ
の
た
め
、
遠
方
へ
の
旅
は
比
較
的
許
可
を
得
や
す
か
っ
た
寺
社
参
詣
に
仮
託
し
て
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
自
然
と
そ
の
目
的
地
が
伊
勢
神
宮
や
京
都
に
あ
る
本
山
と
さ
れ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
。
庶
民
は
寺
社
参
詣
に
仮
託
し
て
旅
行
の
機
会
を
存
分
に
楽
し
む
べ
く
、
表
向
き
の
目
的
地
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
そ
こ
ま
で
の
道
中
や
、
表
向
き
の
目
的
地
の
参
詣
を
成
就
し
た
後
に
も
さ
ら
に
足
を
伸
ば
し
て
、
様
々
な
遊
山
を
行
っ
た
の
で
あ
る
。
寺
社
参
詣
史
に
つ
い
て
は
、
新
城
常
三
氏
が
『
新
稿
社
寺
参
詣
の
社
会
経
済
史
的
研
究
』（
塙
書
房
、
一
九
八
二
年
）
に
お
い
て
、
数
多
く
の
史
料
に
基
づ
き
通
史
的
に
ま
た
総
合
的
に
明
ら
か
に
し
て
以
来
、
歴
史
学
だ
け
で
は
な
く
宗
教
学
や
地
理
学
、
民
俗
学
、
文
化
人
類
学
な
ど
多
様
な
分
野
か
ら
の
研
究
が
進
ん
で
お
り
、
そ
の
研
究
史
は
、
原
淳
一
郎
氏
の
『
近
世
寺
社
参
詣
の
研
究
』（
思
文
閣
出
版
、
二
〇
〇
七
年
）
に
詳
し
く
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
本
論
が
対
象
と
す
る
京
都
見
物
に
つ
い
て
は
、
守
屋
毅
・
赤
井
達
郎
「
町
人
の
生
活
文
化
」（
京
都
市
編
『
京
都
の
歴
史
』
第
五
巻
、
学
芸
書
林
、
一
九
七
二
年
）
や
藤
井
学
・
森
谷
久
「
名
所
と
本
山
」（
京
都
市
編
『
京
都
の
歴
史
』
第
六
巻
、
学
芸
書
林
、
一
九
七
三
年
）
以
来
、
様
々
な
視
角
か
ら
の
研
究
が
蓄
積
さ
れ
て
い
る
。
名
所
案
内
記
を
使
用
し
て
、
京
都
の
都
市
文
化
を
論
じ
た
も
の
と
し
て
、
川
嶋
將
生
氏
の
『
京
見
物
・
寺
詣
で
』（『
京
の
歴
史
と
文
化
』
五
、
講
談
社
、
一
九
九
四
年
、
の
ち
『「
洛
中
洛
外
」
の
社
会
史
』
思
文
閣
出
版
、
一
九
九
九
年
）
と
鎌
田
道
隆
氏
の
『
近
世
京
都
の
観
光
都
市
化
論
』（『
奈
良
史
学
』
一
六
、
一
九
九
八
年
、
の
ち
『
近
世
京
都
の
都
市
と
民
衆
』
思
文
閣
出
版
、
二
〇
〇
〇
年
）
が
挙
げ
ら
れ
る
。
さ
ら
に
近
年
で
は
、
林
宏
俊
氏
の
『
近
世
京
都
に
お
け
る
名
所
観
と
寺
院
｜
名
所
案
内
記
の
分
析
か
ら
｜
』（『
奈
良
大
学
大
学
院
研
究
年
報
』
一
四
、
奈
良
大
学
大
学
院
、
二
〇
〇
九
年
）
が
あ
る
。
一
方
で
、
同
じ
く
名
所
案
内
記
を
使
用
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
京
都
見
物
の
地
理
的
・
空
間
的
分
析
を
論
じ
た
も
の
と
し
て
、
山
近
博
義
氏
の
『
近
世
名
所
案
内
記
類
の
特
性
に
関
す
る
覚
書
｜
「
京
都
も
の
」
を
中
心
に
｜
』（『
地
理
学
報
』
三
四
、
大
阪
教
育
大
学
地
理
学
教
室
、
一
九
九
九
年
）
と
『「
京
都
も
の
」
小
型
案
内
記
に
み
ら
れ
る
実
用
性
』（『
地
図
と
歴
史
空
間
』
｜
足
利
健
亮
先
生
追
悼
論
文
集
｜
、
大
明
堂
、
二
〇
〇
〇
年
）
や
菅
井
聡
子
氏
の
『
江
戸
時
代
京
都
の
名
所
案
内
記
と
遊
歩
空
間
｜
類
型
化
と
編
纂
史
の
分
析
を
通
し
て
｜
』（『
地
域
と
環
境
』
二
、
京
都
大
学
大
学
院
人
間
・
環
境
学
研
究
科
「
地
域
と
環
境
」
研
究
会
、
一
九
九
九
年
）
と
『
近
世
京
都
の
名
所
案
内
記
の
順
路
設
定
に
み
る
「
洛
中
」「
洛
外
」
認
識
』（『
日
本
建
築
学
会
計
画
系
論
文
集
』
五
七
九
、
日
本
建
築
学
会
、
二
〇
〇
四
年
）
が
挙
げ
ら
れ
る
。
さ
ら
に
近
年
で
は
、
金
廷
恩
氏
の
『
近
世
案
内
記
に
お
け
る
観
光
モ
デ
ル
コ
ー
ス
の
登
場
』（『
日
本
研
究
』
四
一
、
人
間
文
化
研
究
機
構
国
際
日
本
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
、
二
〇
一
〇
年
）
が
あ
る
。
ま
た
、
旅
日
記
を
使
用
し
て
旅
行
者
の
京
都
に
お
け
る
行
動
の
復
元
を
試
み
た
も
の
と
し
て
、
村
井
康
彦
氏
の
『
筆
者
不
詳
『
千
種
日
記
』』（『
京
の
歴
史
と
文
化
』
五
、
講
談
社
、
一
九
九
四
年
）
や
高
橋
陽
一
氏
の
『
多
様
化
す
る
近
世
の
旅
一
三
八
近
世
初
期
の
京
都
見
物
に
つ
い
て
（
中
島
伸
吾
）
｜
道
中
記
に
み
る
東
北
人
の
上
方
旅
行
｜
』（『
歴
史
』
九
七
、
東
北
史
学
会
、
二
〇
〇
一
年
）
が
挙
げ
ら
れ
る
。
さ
ら
に
近
年
で
は
、
廣
瀬
優
也
氏
の
『
旅
日
記
か
ら
み
た
近
世
の
京
都
参
観
』（『
愛
大
史
学
日
本
史
・
ア
ジ
ア
史
・
地
理
学
』
一
六
、
愛
知
大
学
文
学
部
史
学
科
、
二
〇
〇
七
年
）
が
あ
る
。
ま
た
、
国
文
学
方
面
か
ら
は
、
板
坂
耀
子
氏
が
『
江
戸
の
紀
行
文
』（
中
央
公
論
新
社
、
二
〇
一
一
年
）
等
に
お
い
て
紀
行
文
作
者
の
京
都
に
お
け
る
行
動
に
つ
い
て
触
れ
た
も
の
が
あ
る
。
名
所
案
内
記
を
そ
の
分
析
対
象
と
す
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
明
暦
四
年
（
一
六
五
八
）
の
『
京
童
』
の
刊
行
以
降
に
つ
い
て
論
じ
た
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
旅
日
記
に
基
づ
い
て
論
じ
ら
れ
る
場
合
も
、『
所
歴
日
記
』
や
『
筑
紫
帯
』
の
寛
文
年
間
（
一
六
六
一
〜
一
六
七
三
）
以
降
に
つ
い
て
の
議
論
と
な
っ
て
い
る
。
従
っ
て
、
江
戸
時
代
の
最
初
期
の
約
五
〇
年
間
の
京
都
見
物
を
論
じ
た
も
の
は
ほ
と
ん
ど
な
い
。
前
述
の
守
屋
毅
・
赤
井
達
郎
「
町
人
の
生
活
文
化
」
が
、
仮
名
草
子
で
あ
る
『
犬
枕
』
や
『
恨
の
介
』、『
竹
斎
』
を
引
用
し
て
こ
の
時
期
の
京
都
に
お
い
て
物
見
遊
山
が
定
着
し
つ
つ
あ
る
様
子
や
仮
名
草
子
の
持
つ
名
所
記
的
側
面
を
指
摘
し
て
い
る２
）
の
が
、
数
少
な
い
貴
重
な
研
究
例
で
あ
る
。
し
か
し
、
仮
名
草
子
そ
の
も
の
の
史
料
性
に
は
言
及
し
て
お
ら
ず
、
ま
た
京
都
見
物
と
い
う
具
体
的
な
行
動
に
つ
い
て
の
分
析
を
欠
い
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
時
期
の
京
都
見
物
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
は
更
な
る
研
究
が
必
要
と
考
え
ら
れ
る
。
小
論
で
は
、
仮
名
草
子
の
中
で
も
初
期
の
作
品
の
中
で
京
都
見
物
が
行
わ
れ
て
い
る
『
竹
斎
』
と
『
露
殿
物
語
』
取
り
上
げ
て
考
察
し
て
い
く
。
な
お
、
こ
れ
ら
二
作
品
は
小
説
や
物
語
の
類
で
あ
り
、
い
わ
ゆ
る
歴
史
史
料
で
は
な
い
。
従
っ
て
、
そ
の
内
容
か
ら
歴
史
的
事
実
を
導
き
出
す
わ
け
で
は
な
く
、
後
に
詳
し
く
述
べ
る
よ
う
に
、
あ
る
程
度
現
実
に
即
し
た
記
述
が
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
あ
く
ま
で
も
小
説
・
物
語
と
い
う
こ
と
は
踏
ま
え
た
上
で
利
用
す
る
こ
と
に
よ
り
、
そ
の
小
説
・
物
語
に
一
定
程
度
反
映
さ
れ
て
い
る
で
あ
ろ
う
当
時
の
人
々
の
生
活
様
式
や
行
動
パ
タ
ー
ン
を
読
み
取
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
一
定
の
史
料
的
価
値
を
有
す
る
も
の
で
あ
る
と
考
え
る
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
近
世
の
旅
に
つ
い
て
は
、
信
仰
に
基
づ
く
参
詣
や
巡
礼
の
旅
で
あ
る
の
か
、
遊
山
的
な
旅
で
あ
る
の
か
を
問
題
と
す
る
場
合
が
あ
る
が
、
小
論
で
は
旅
人
が
京
都
に
お
い
て
、
寺
社
や
名
所
、
旧
跡
を
訪
れ
る
行
動
を
京
都
見
物
と
総
称
す
る
。
こ
れ
は
近
世
の
京
都
の
名
所
の
多
く
が
寺
社
と
重
な
る
た
め
で
あ
る
。
第
一
章
京
都
見
物
の
史
料
第
一
節
日
記
史
料
に
み
る
京
都
見
物
江
戸
時
代
初
期
の
史
料
で
一
般
庶
民
の
行
動
や
生
活
を
記
録
し
た
も
の
は
少
な
く
、
こ
の
た
め
い
わ
ゆ
る
上
層
階
級
の
人
々
の
日
記
程
度
で
し
か
京
都
見
物
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
そ
の
中
で
も
、『
舜
旧
記
』
と
『
隔
冥
記
』
に
着
目
し
て
み
た
い
。『
舜
旧
記
』
は
、
豊
國
神
社
の
社
僧
で
あ
っ
た
梵
舜
の
日
記
で
あ
る
。
以
下
に
『
舜
旧
記
』
の
中
か
ら
京
都
見
物
に
関
す
る
記
述
を
引
用
す
る
。
慶
長
二
十
年
（
一
六
一
五
）
五
月
廿
七
日
癸
酉
、
天
晴
、
姫
君
様
為
御
見
物
、
清
水
・
祇
園
・
三
十
三
間
・
大
佛
已
下
御
覧
之
由
也
、
豊
国
ヘ
モ
可
有
御
参
詣
ヲ
大
坂
之
穢
中
御
憚
之
由
仰
ニ
テ
無
御
社
参
也
、
予
在
所
ニ
令
滞
留
、
俄
急
罷
帰
也
、
次
玄
蕃
屋
敷
長
老
越
前
ヨ
リ
上
洛
之
由
ト
テ
来
、
扇
五
本
持
来
也
、
次
夜
入
大
雨
降
、
一
三
九
佛
教
大
学
大
学
院
紀
要
文
学
研
究
科
篇
第
四
十
二
号
（
二
〇
一
四
年
三
月
）
﹇『
舜
旧
記
』
第
四
（
史
料
編
纂
第
二
期
）
続
群
書
類
従
完
成
会
﹈
こ
こ
で
注
目
し
た
い
の
は
、「
姫
君
様
」
す
な
わ
ち
豊
臣
秀
頼
の
妻
で
あ
る
千
姫
の
行
動
に
関
す
る
表
現
で
あ
る
。
豊
国
社
に
つ
い
て
は
、「
御
参
詣
」
や
「
御
社
参
」
と
い
う
言
葉
を
使
用
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
れ
以
外
に
つ
い
て
は
「
清
水
・
祇
園
・
三
十
三
間
・
大
佛
已
下
御
覧
」
と
あ
る
よ
う
に
「
御
見
物
」
と
し
て
い
る
。
こ
こ
で
「
御
見
物
」
と
さ
れ
て
い
る
対
象
に
は
、
い
ず
れ
も
「
御
参
詣
」
や
「
御
社
参
」
と
い
う
言
葉
を
使
用
し
て
も
問
題
は
な
い
。『
舜
旧
記
』
は
、
豊
國
神
社
の
社
僧
で
あ
っ
た
梵
舜
の
日
記
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
豊
国
社
の
優
位
性
を
暗
に
主
張
し
て
い
る
と
も
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
信
仰
の
た
め
で
は
な
く
単
な
る
「
見
物
」
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
「
御
参
詣
」
や
「
御
社
参
」
で
は
な
く
「
御
見
物
」
と
い
う
言
葉
が
使
用
さ
れ
た
と
考
え
れ
ば
、
千
姫
の
行
動
を
京
都
見
物
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
一
方
の
『
隔
冥
記
』
は
、
金
閣
寺
と
通
称
さ
れ
る
鹿
苑
寺
の
住
職
で
あ
っ
た
鳳
林
承
章
の
日
記
で
あ
る
。『
隔
冥
記
』
の
中
か
ら
京
都
見
物
に
関
す
る
記
述
を
引
用
す
る
。
正
保
四
年
（
一
六
四
七
）
三
月
十
八
日
、
晴
天
。
夜
明
、
而
於
宿
坊
、
有
振
舞
。（
中
略
）
帰
路
之
次
、
慈
済
翁
與
予
令
同
道
、
赴
不
二
庵
之
湘
雪
西
堂
也
。
西
堂
今
日
自
肥
陽
、
上
着
也
。
予
・
彦
蔵
主
・
厚
蔵
主
・
壽
眞
赴
于
豊
國
、
而
見
花
也
。
自
昨
日
、
辨
當
之
事
申
付
。
依
然
、
平
兵
衛
辨
當
持
来
、
於
豊
國
回
廊
下
、
喫
辨
當
、
喫
濃
茶
、
移
刻
、
遊
興
也
。
予
亦
徒
歩
、
而
令
同
道
、
到
五
條
通
、
日
蓮
衆
之
常
楽
寺
見
物
。
従
其
、
御
影
堂
見
物
。
予
始
御
影
堂
見
物
也
。
予
以
肩
輿
、
直
令
帰
山
也
。
（
後
略
）
﹇『
隔
冥
記
』
第
二
、
鹿
苑
寺
﹈
こ
の
記
事
に
は
、
鳳
林
承
章
が
豊
国
社
へ
花
見
に
行
き
、
回
廊
の
下
で
弁
当
を
食
べ
、
茶
之
湯
を
楽
し
ん
だ
後
に
移
動
し
て
常
楽
寺
や
御
影
堂
を
見
物
し
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
前
述
の
『
舜
旧
記
』
と
同
じ
く
、「
見
物
」
し
た
も
の
で
あ
り
「
参
詣
」
や
「
社
参
」
と
い
う
言
葉
は
使
用
さ
れ
て
い
な
い
。
豊
国
社
へ
は
、
花
見
と
い
う
明
ら
か
に
遊
興
の
た
め
の
訪
問
で
あ
っ
た
た
め
で
あ
ろ
う
か
。
『
隔
冥
記
』
に
は
こ
の
他
に
も
、「
青
龍
寺
之
櫻
・
山
崎
寶
寺
方
々
」（
正
保
三
年
三
月
五
日
）
や
「
法
輪
寺
五
大
佛
」（
慶
安
二
年
四
月
廿
二
日
）、「
御
室
仁
和
寺
」（
慶
安
三
年
十
月
八
日
）、「
本
國
寺
」（
寛
文
五
年
十
一
月
六
日
）
な
ど
、
い
く
つ
も
の
寺
社
を
見
物
し
た
記
述
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
禅
宗
の
僧
侶
で
あ
り
、
有
力
寺
院
の
住
職
で
あ
っ
た
鳳
林
承
章
の
日
記
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
か
な
り
身
分
の
高
い
階
層
の
行
動
で
し
か
な
い
こ
と
は
確
か
で
あ
る
が
、
前
述
の
『
舜
旧
記
』
と
あ
わ
せ
て
考
え
て
も
、「
参
詣
」
で
は
な
く
「
見
物
」
と
い
う
言
葉
が
広
く
用
い
ら
れ
て
い
た
様
子
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
第
二
節
仮
名
草
子
の
名
称
近
世
初
期
に
日
記
を
書
き
残
し
て
い
る
の
は
上
層
階
級
に
限
ら
れ
る
た
め
、
上
層
階
級
以
外
の
人
々
の
京
都
見
物
の
様
子
が
判
明
す
る
史
料
は
な
い
。
近
世
初
期
の
上
層
階
級
以
外
の
人
々
の
京
都
見
物
を
考
え
る
た
め
に
、
小
説
で
は
あ
る
が
仮
名
草
子
を
と
り
あ
げ
る
。
一
四
〇
近
世
初
期
の
京
都
見
物
に
つ
い
て
（
中
島
伸
吾
）
仮
名
草
子
と
は
、
文
学
史
的
に
は
、「
室
町
時
代
の
御
伽
草
子
の
あ
と
を
う
け
て
、
西
鶴
の
浮
世
草
子
に
い
た
る
ま
で
の
江
戸
時
代
初
期
約
八
〇
年
の
間
に
著
作
・
刊
行
さ
れ
た
物
語
・
草
子
類
を
さ
す３
）
」
と
さ
れ
る
。
具
体
的
に
は
、
関
ヶ
原
の
役
の
慶
長
五
年
（
一
六
〇
〇
）
か
ら
、
西
鶴
の
『
好
色
一
代
男
』
が
刊
行
さ
れ
た
天
和
二
年
（
一
六
八
二
）
ま
で
の
約
八
〇
年
間
に
刊
行
さ
れ
た
も
の
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
仮
名
草
子
は
、
仮
名
本
位
の
や
さ
し
い
読
物
の
意
で
あ
り
、
文
中
の
漢
字
に
は
振
り
仮
名
が
つ
け
て
あ
っ
た
こ
と
か
ら
生
じ
た
呼
称
で
あ
る
。
記
述
内
容
で
は
な
く
、
形
式
に
基
づ
く
呼
称
で
あ
る
た
め
、
内
容
は
種
々
雑
多
で
あ
り
、
そ
の
明
確
な
分
類
は
困
難
で
あ
る
。
当
初
は
写
本
と
し
て
読
ま
れ
て
い
た
が
、
慶
長
期
に
は
活
字
印
刷
本
が
登
場
し
て
い
た
と
さ
れ
、
そ
の
後
寛
永
期
に
は
、
整
版
印
刷
本
が
主
流
と
な
っ
て
定
着
し
て
い
た
と
い
う
。
第
三
節
仮
名
草
子
の
読
者
仮
名
草
子
は
、
文
字
に
よ
っ
て
著
さ
れ
た
作
品
で
あ
る
た
め
、
当
然
な
が
ら
文
字
を
読
む
こ
と
が
で
き
る
人
で
な
け
れ
ば
、
そ
れ
を
読
む
こ
と
は
で
き
ず
、
参
考
に
す
る
に
し
て
も
限
ら
れ
た
階
層
、
す
な
わ
ち
公
家
や
上
級
武
士
等
の
上
層
階
級
に
限
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
見
方
も
あ
る
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
仮
名
草
子
の
読
者
は
ま
だ
十
分
な
教
養
を
身
に
つ
け
て
い
な
い
一
般
武
士
や
庶
民
で
あ
っ
た
と
さ
れ
る
の
は
、
こ
の
当
時
か
ら
す
で
に
か
な
り
の
人
が
文
字
を
読
む
こ
と
が
で
き
た
か
ら
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。
筆
子
塚
の
調
査
か
ら
江
戸
時
代
の
寺
子
屋
の
師
匠
の
数
は
、「
十
九
世
紀
に
入
る
と
急
増
し
、
師
匠
の
身
分
や
職
分
も
多
様
化
す
る４
）
」
と
い
う
。
し
か
し
、
現
在
ま
で
残
さ
れ
て
い
る
筆
子
塚
は
、
筆
子
塚
が
建
立
さ
れ
る
と
い
う
慣
習
の
伝
播
の
仕
方
に
も
影
響
さ
れ
よ
う
し
、
こ
の
こ
と
が
十
七
世
紀
に
庶
民
に
文
字
を
教
え
る
師
匠
が
存
在
し
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
に
は
な
ら
な
い
。
江
戸
時
代
の
初
期
に
つ
い
て
は
十
分
な
史
料
が
な
く
、
広
範
囲
の
人
が
仮
名
草
子
を
読
む
こ
と
が
で
き
た
と
は
言
え
な
い
が
、
い
く
つ
か
そ
の
傍
証
が
あ
る
。
第
一
に
、
江
戸
時
代
の
年
貢
徴
収
制
度
の
一
つ
で
あ
る
村
請
制
に
お
い
て
は
、
領
主
な
ど
支
配
階
層
か
ら
の
指
示
・
伝
達
は
す
べ
て
文
書
に
よ
り
行
わ
れ
た
。
こ
の
た
め
支
配
階
層
で
あ
る
武
士
に
つ
い
て
は
下
級
武
士
ま
で
、
ま
た
村
役
人
に
つ
い
て
も
村
方
三
役
程
度
ま
で
は
読
み
書
き
が
で
き
な
け
れ
ば
成
立
し
な
い
行
政
形
態
で
あ
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
第
二
に
商
人
に
は
読
み
書
き
算
盤
の
技
能
が
欠
く
べ
か
ら
ざ
る
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
る
。
商
い
を
行
う
に
は
、
そ
れ
ほ
ど
高
度
な
も
の
で
は
な
い
に
し
て
も
、
文
字
が
読
み
書
き
で
き
る
こ
と
と
計
算
能
力
が
必
要
で
あ
っ
た
。
第
三
に
慶
長
一
九
年
の
成
立
と
さ
れ
る５
）
三
浦
浄
心
の
『
慶
長
見
聞
集
』
巻
之
四
に
、
童
子
あ
ま
ね
く
手
習
う
こ
と
聞
し
は
昔
、
鎌
倉
の
公
方
持
氏
公
御
他
界
よ
り
東
國
、
拾
四
五
年
以
前
迄
諸
國
に
お
ゐ
て
弓
矢
を
と
り
治
世
な
ら
ず
。
是
に
よ
り
て
其
時
代
の
人
達
は
手
な
ら
ふ
事
や
す
か
ら
ず
。
故
に
物
書
人
は
ま
れ
に
あ
り
て
、
か
ゝ
ぬ
人
多
か
り
し
に
、
今
は
國
治
り
天
下
太
平
な
れ
ば
、
高
き
も
い
や
し
き
も
皆
物
を
書
き
た
ま
へ
り
。
尤
、
筆
道
は
是
諸
學
の
も
と
ゝ
い
へ
る
な
れ
ば
、
誰
か
此
道
を
學
ざ
ら
ん
や
。（
後
略
）
一
四
一
佛
教
大
学
大
学
院
紀
要
文
学
研
究
科
篇
第
四
十
二
号
（
二
〇
一
四
年
三
月
）
﹇『
日
本
庶
民
生
活
史
料
集
成
』
第
八
巻
見
聞
記
、
三
一
書
房
﹈
と
い
う
記
述
が
あ
り
、
江
戸
の
話
で
は
あ
る
が
、
か
な
り
は
や
い
時
期
か
ら
、
広
範
囲
の
人
々
が
読
み
書
き
の
学
習
を
し
て
い
た
こ
と
を
記
録
の
上
か
ら
も
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
江
戸
時
代
前
期
の
儒
学
者
で
兵
学
者
と
し
て
も
知
ら
れ
る
山
鹿
素
行
が
寛
文
三
年
か
ら
五
年
（
一
六
六
三
〜
六
五
）
に
か
け
て
そ
の
門
人
に
自
ら
の
講
話
に
基
づ
き
編
集
さ
せ
た
『
山
鹿
語
類
』
巻
七
の
君
道
七
治
教
に
あ
る
「
○
設
學
校
立
道
學
」
の
項
目
に
學
校
と
云
は
あ
ら
ざ
れ
ど
も
、
在
々
所
々
に
寺
社
多
く
、
一
里
一
郷
の
處
に
も
神
社
佛
閣
の
ま
ふ
け
な
き
は
あ
ら
ず
、
そ
の
と
こ
ろ
の
民
人
の
小
弟
必
相
集
り
て
手
習
物
を
學
び
、（
中
略
）
子
弟
皆
手
習
物
ま
な
ぶ
と
い
へ
ど
も
、
教
ゆ
る
も
の
學
の
道
を
知
ら
ざ
る
ゆ
へ
に
、
唯
往
来
文
を
い
と
な
み
日
記
帳
の
た
よ
り
と
の
み
な
り
て
、
世
教
治
道
の
助
と
な
り
風
俗
を
正
す
基
と
な
る
こ
と
な
し
﹇『
山
鹿
語
類
』、
國
書
刊
行
会
﹈
と
あ
り
、
寛
文
年
間
の
こ
と
で
は
あ
る
が
、
村
々
に
あ
っ
た
寺
社
に
お
い
て
往
来
物
の
手
習
い
が
広
く
教
授
さ
れ
て
い
た
様
子
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
も
、
広
範
囲
の
人
々
が
読
み
書
き
の
学
習
を
し
て
い
た
こ
と
を
示
す
記
録
の
一
つ
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
仮
名
草
子
に
つ
い
て
も
か
な
り
広
範
囲
の
人
々
が
読
ん
で
い
た
と
い
う
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
。
特
に
、
こ
の
後
取
り
上
げ
る
『
竹
斎
』
は
滑
𥡴
も
の
の
娯
楽
作
品
と
し
て
多
く
の
人
々
に
受
け
入
れ
ら
れ
た
こ
と
か
ら
、
何
度
も
刊
行
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
第
二
章
『
竹
斎
』
の
京
都
見
物
第
一
節
『
竹
斎
』
の
作
品
と
史
料
性
『
竹
斎
』
に
は
、
元
和
七
年
（
一
六
二
一
）
か
ら
九
年
（
一
六
二
三
）
ま
で
の
間
の
刊
行
と
さ
れ
る
古
活
字
本
二
種
（
十
行
本
・
十
一
行
本
）
と
、
元
和
七
年
（
一
六
二
一
）
頃
と
さ
れ
る
『
竹
斎
東
下
』
と
い
う
写
本
、
お
よ
び
寛
永
三
年
（
一
六
二
六
）
か
ら
十
二
年
（
一
六
三
五
）
頃
の
刊
行
と
さ
れ
る
寛
永
整
版
の
他
整
版
本
が
数
種
あ
る
。
し
か
し
、
小
論
で
考
察
す
る
京
都
見
物
の
部
分
に
つ
い
て
は
大
き
な
異
同
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
た
め
、
最
も
広
く
流
布
し
た
で
あ
ろ
う
整
版
本
の
中
で
も
最
初
期
の
も
の
で
あ
る
寛
永
整
版
本
を
取
り
上
げ
る
。
作
者
は
医
師
で
あ
っ
た
磯
田
道
冶
で
、「
さ
る
貴
人
の
希
望
に
よ
り
述
作
し
た
御
伽
用
の
草
子
」
と
さ
れ
る６
）
。
し
か
し
、
仮
名
草
子
の
読
者
層
に
娯
楽
作
品
と
し
て
受
け
入
れ
ら
れ
た
結
果
版
を
重
ね
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
こ
こ
で
、『
竹
斎
』
の
記
述
内
容
か
ら
京
都
見
物
の
史
料
と
し
て
使
用
す
る
こ
と
の
妥
当
性
を
検
証
し
て
お
く
。
第
一
に
、
豊
国
社
と
大
仏
殿
に
関
す
る
記
述
を
見
て
み
る
。
豊
國
大
明
神
に
参
り
て
、
そ
も
〳
〵
當
社
大
明
神
は
、
先
の
関
白
秀
吉
公
の
御
霊
跡
な
り
。
今
時
移
り
世
變
じ
て
、
社
頭
大
破
に
及
べ
り
。
幾
世
と
も
栄
へ
も
や
ら
で
豊
國
の
古
き
宮
井
は
神
さ
び
に
け
り
大
佛
殿
を
伏
し
拝
み
、
一
首
連
ね
け
り
。
ゆ
ゝ
し
げ
に
顔
を
ば
見
せ
て
秀
頼
の
役
に
は
立
た
ぬ
大
佛
か
な
一
四
二
近
世
初
期
の
京
都
見
物
に
つ
い
て
（
中
島
伸
吾
）
﹇『
名
草
子
集
』（
日
本
古
典
文
学
大
系
九
〇
）
岩
波
書
店
﹈
豊
国
社
は
慶
長
三
年
（
一
五
九
八
）
に
造
営
が
開
始
さ
れ
て
い
る
。
大
仏
殿
は
慶
長
一
四
年
（
一
六
〇
九
）
か
ら
豊
臣
秀
頼
に
よ
り
再
建
が
開
始
さ
れ
、
慶
長
一
七
年
（
一
六
一
二
）
に
は
完
成
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
そ
の
二
年
後
慶
長
一
九
年
（
一
六
一
四
）
に
は
い
わ
ゆ
る
大
仏
鐘
銘
事
件
が
起
こ
り
大
坂
冬
の
陣
そ
し
て
翌
年
の
大
坂
夏
の
陣
で
豊
臣
家
が
滅
亡
し
、
元
和
武
が
布
告
さ
れ
、
豊
国
社
の
破
却
が
開
始
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
『
竹
斎
』
で
は
、
豊
国
社
に
つ
い
て
社
頭
大
破
に
及
べ
り
」と
表
現
す
る
一
方
で
、
大
仏
殿
に
つ
い
て
は
「
大
佛
殿
を
伏
し
拝
み
」
と
特
段
の
説
明
を
し
て
い
な
い
。
こ
れ
は
、
豊
国
社
は
廃
れ
て
い
る
が
大
仏
殿
は
比
較
的
建
立
時
点
の
姿
を
残
し
て
い
た
と
も
考
え
ら
れ
、
時
間
の
経
過
と
と
も
に
荒
廃
し
た
様
子
を
現
実
に
取
材
し
て
記
述
し
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
。
次
に
誠
心
院
に
つ
い
て
「
此
處
な
ん
和
泉
式
部
が
跡
な
り
と
て
、
石
の
印
あ
り
。」
と
い
う
部
分
で
あ
る
。「
石
の
印
」
は
見
物
対
象
を
標
示
す
る
も
の
、
も
し
く
は
見
物
対
象
を
標
示
し
か
つ
そ
の
見
物
対
象
に
関
す
る
情
報
を
提
供
す
る
も
の
で
あ
り
、
見
物
す
る
人
々
に
と
っ
て
は
重
要
な
情
報
源
の
一
つ
で
あ
る
。
従
っ
て
、
近
世
初
期
に
既
に
見
物
対
象
に
関
す
る
情
報
を
提
供
す
る
こ
と
に
よ
り
京
都
を
見
物
す
る
人
々
に
と
っ
て
の
利
便
性
を
確
保
す
る
と
い
う
行
為
が
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
の
証
左
と
も
考
え
ら
れ
る
。
第
二
節
『
竹
斎
』
の
京
都
見
物
の
行
動
『
竹
斎
』
は
、
京
都
の
藪
医
者
竹
斎
が
京
都
で
の
生
活
に
希
望
を
失
っ
て
、
郎
等
の
に
ら
み
の
介
と
と
も
に
諸
国
廻
り
を
す
る
こ
と
に
し
、
都
の
見
納
め
に
と
京
都
見
物
を
行
い
東
海
道
を
下
り
、
途
中
名
古
屋
で
し
ば
ら
く
住
み
、
さ
ら
に
東
海
道
を
江
戸
ま
で
下
り
江
戸
見
物
を
す
る
ま
で
の
物
語
で
あ
る
。『
竹
斎
』
で
は
京
都
見
物
の
こ
と
を
「
京
内
参
り
」
と
表
現
し
て
い
る
。
先
ず
ゝ
ゝ
京
内
参
り
を
仕
ら
ん
と
て
、
三
條
大
橋
う
ち
渡
り
て
、
祇
園
林
に
差
し
掛
り
、
先
ず
清
水
へ
参
り
つ
ゝ
、
鰐
口
て
う
ど
打
ち
鳴
し
、（
後
略
）
﹇『
名
草
子
集
』（
日
本
古
典
文
学
大
系
九
〇
）
岩
波
書
店
﹈
『
竹
斎
』
に
お
け
る
「
京
内
参
り
」
は
、
ま
さ
に
京
都
見
物
の
こ
と
で
あ
る
。
「
京
内
参
り
」
と
い
う
語
句
そ
の
も
の
は
、
こ
の
『
竹
斎
』
で
初
め
て
登
場
し
た
も
の
で
は
な
く
、
狂
言
の
作
品
に
お
い
て
既
に
用
い
ら
れ
て
い
る
例
が
あ
る
。
例
え
ば
『
二
千
石
』
に
お
い
て
、
主
人
の
許
可
を
得
ず
に
ど
こ
か
へ
行
っ
て
い
た
下
人
（
太
郎
冠
者
）
が
帰
宅
し
た
の
を
聞
き
、
主
人
が
折
檻
を
加
え
よ
う
と
太
郎
冠
者
の
家
を
訪
問
し
た
と
き
の
太
郎
冠
者
の
言
い
訳
で
あ
る
。
（
太
郎
冠
者
）
さ
れ
ば
其
事
で
御
座
る
。
一
人
召
仕
は
る
ゝ
太
郎
く
は
じ
や
の
事
で
御
ざ
れ
ば
、
御
暇
の
儀
を
申
し
上
た
り
と
、
迚
も
被
下
ま
い
と
存
、
忍
ふ
で
京
内
参
り
を
致
し
ま
し
て
御
ざ
る
。
（
シ
テ
）
ム
ヽ
、
京
内
ま
い
り
を
す
れ
ば
、
主
に
い
と
ま
を
こ
は
ぬ
法
で
す
か
。
（
太
郎
冠
者
）
ハ
ア
。
（
シ
テ
）
憎
い
や
つ
の
。
是
は
い
か
な
事
。
さ
ん
ざ
ん
に
せ
つ
か
ん
を
一
四
三
佛
教
大
学
大
学
院
紀
要
文
学
研
究
科
篇
第
四
十
二
号
（
二
〇
一
四
年
三
月
）
く
わ
へ
う
と
存
て
御
ざ
れ
ば
、
京
内
参
り
致
た
と
申
。
都
の
様
子
も
承
り
度
う
御
ざ
る
に
依
て
、
先
此
度
は
さ
し
免
う
と
存
る
。
﹇『
能
狂
言
（
上
）』、
岩
波
書
店
﹈
と
、
京
内
参
り
を
無
断
欠
勤
の
言
い
訳
と
し
て
使
い
、
主
人
の
方
も
都
の
様
子
を
聞
か
せ
る
こ
と
と
引
き
換
え
に
許
し
て
し
ま
う
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
の
京
内
参
り
と
は
、
信
仰
に
基
づ
く
も
の
で
は
な
く
遊
山
と
し
て
の
京
都
見
物
を
指
す
も
の
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
京
都
見
物
で
あ
る
か
ら
こ
そ
主
人
も
「
都
の
様
子
も
承
り
度
う
御
ざ
る
に
依
て
」
許
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
遊
山
と
し
て
の
京
都
見
物
が
中
世
ま
で
遡
り
得
る
と
も
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
第
三
節
『
竹
斎
』
の
京
都
見
物
の
特
徴
『
竹
斎
』
の
京
内
参
り
は
、
三
条
大
橋
を
起
点
と
し
て
清
水
寺
・
豊
国
社
・
大
仏
殿
・
三
十
三
間
堂
と
見
物
し
た
後
に
、
寺
町
通
を
三
条
か
ら
南
下
し
誓
願
寺
・
誠
心
院
・
蛸
薬
師
と
見
物
し
、
最
後
に
北
野
ま
で
足
を
伸
ば
し
て
い
る
。（
図
一
）
主
人
公
で
あ
る
藪
医
者
竹
斎
が
、
京
都
で
暮
ら
し
て
い
た
人
物
と
い
う
設
定
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
京
内
参
り
の
見
物
対
象
は
自
ら
選
定
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
三
十
三
間
堂
の
後
に
寺
町
通
を
三
条
か
ら
南
下
し
て
い
る
点
は
疑
問
で
あ
る
。
三
十
三
間
堂
か
ら
な
ら
ば
、
寺
町
通
を
蛸
薬
師
・
誠
心
院
・
誓
願
寺
と
北
上
す
る
方
が
自
然
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
南
下
し
て
お
り
、
そ
の
後
北
野
へ
行
く
た
め
に
寺
町
通
を
引
き
返
し
て
い
る
の
で
あ
る
。『
竹
斎
』
の
記
述
内
容
の
み
で
は
そ
の
理
由
は
明
確
で
は
な
い
が
、
三
条
大
橋
を
起
点
と
す
る
二
つ
の
見
物
を
組
み
合
わ
せ
た
結
果
と
考
え
る
こ
と
も
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
東
海
道
の
起
終
点
で
あ
る
三
条
大
橋
付
近
は
宿
が
集
ま
っ
て
い
る
場
所
で
あ
り
、
東
山
の
見
物
と
洛
中
の
見
物
そ
れ
ぞ
れ
の
結
節
点
と
も
な
り
得
る
の
で
あ
る
。
ま
た
、
歓
楽
地
の
見
物
先
と
し
て
伝
統
的
な
北
野
を
選
択
し
て
い
る
こ
と
も
特
徴
で
あ
る
。
三
条
大
橋
を
出
発
し
、
清
水
寺
か
ら
蛸
薬
師
ま
で
は
、
参
拝
す
る
様
子
を
狂
歌
と
と
も
に
記
述
し
て
い
る
が
、
北
野
に
つ
い
て
は
連
歌
や
蹴
鞠
・
能
等
［図一］
一
四
四
近
世
初
期
の
京
都
見
物
に
つ
い
て
（
中
島
伸
吾
）
遊
興
の
場
と
し
て
描
写
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
近
世
初
期
の
京
都
見
物
は
、
寺
社
・
旧
跡
だ
け
を
巡
る
も
の
で
は
な
く
、
北
野
等
の
歓
楽
地
に
お
い
て
、
都
の
繁
華
な
様
子
を
見
物
す
る
こ
と
を
も
含
ん
で
い
た
と
解
釈
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。第
三
章
『
露
殿
物
語
』
の
京
都
見
物
第
一
節
『
露
殿
物
語
』
の
作
品
と
史
料
性
『
露
殿
物
語
』
は
「
内
容
も
朝
顔
の
露
の
介
と
い
う
武
家
の
美
少
年
の
恋
物
語
で
、
愛
慾
に
な
や
ん
だ
あ
げ
く
出
家
す
る
と
い
う
、
煩
悩
即
菩
提
の
中
世
的
恋
愛
観
を
一
歩
も
出
て
い
な
い７
）
。」
と
評
さ
れ
る
作
品
で
あ
る
。
作
者
は
不
明
で
あ
る
が
、
い
く
つ
か
の
理
由
か
ら
「
お
そ
ら
く
京
都
の
公
家
か
、
公
家
に
近
侍
し
た
人
物
で
あ
ろ
う８
）
」
と
さ
れ
て
い
る
。
作
品
の
成
立
に
つ
い
て
は
、
元
和
八
、
九
年
（
一
六
二
二
、
二
三
）
ご
ろ
の
事
件
を
扱
っ
た
も
の
と
見
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
寛
永
元
年
（
一
六
二
四
）
頃
と
さ
れ
る９
）
。
ま
た
、
上
・
中
・
下
三
巻
の
巻
子
本
に
仕
立
て
ら
れ
て
い
る
。
同
様
に
『
露
殿
物
語
』
の
記
述
内
容
か
ら
京
都
見
物
の
史
料
と
し
て
使
用
す
る
こ
と
の
妥
当
性
に
つ
い
て
検
証
す
る
。
第
一
に
傾
城
町
に
関
す
る
記
述
で
あ
る
。
東
寺
・
西
寺
、
四
塚
ま
で
残
ら
ず
一
見
し
給
ふ
。
か
く
て
、「
日
も
は
や
く
れ
ぬ
」
と
い
ふ
声
に
、
六
条
三
筋
町
を
帰
ら
せ
給
ふ
に
、
十
五
、
十
六
、
十
七
八
、
廿
ば
か
り
の
女
房
の
、
い
く
ら
と
い
ふ
数
を
知
ら
ず
、
床
机
に
腰
を
掛
け
て
並
み
ゐ
給
へ
ば
、
露
殿
御
覧
じ
て
、
こ
れ
は
い
か
な
る
と
こ
ろ
ぞ
や
、
い
に
し
へ
玄
宗
皇
帝
の
寵
愛
あ
り
し
三
千
の
妃
も
か
く
ぞ
と
知
ら
れ
け
る
。
吉
野
・
初
瀬
の
花
盛
り
を
今
見
る
心
地
ぞ
せ
ら
れ
け
る
。（
中
略
）
露
殿
は
帰
さ
を
う
ち
忘
れ
、
な
が
め
と
れ
て
お
は
し
け
れ
ば
、
主
、「
い
つ
ま
で
か
う
で
お
は
す
べ
き
」
と
て
、
と
も
な
ひ
宿
に
帰
り
け
り
。
﹇『
仮
名
草
子
集
浮
世
草
子
集
』（
日
本
古
典
文
学
全
集
三
七
）
小
学
館
﹈
『
露
殿
物
語
』
の
記
述
内
容
か
ら
は
、「
六
条
三
筋
町
」
に
傾
城
町
が
存
在
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
実
際
に
、
天
正
十
七
年
（
一
五
八
九
）
に
二
条
柳
町
に
あ
っ
た
傾
城
町
は
、
慶
長
七
年
（
一
六
〇
二
）
に
六
条
三
筋
町
に
移
転
し
、
さ
ら
に
、
寛
永
十
七
年
（
一
六
四
〇
）
に
島
原
に
移
転
し
て
い
る
。『
露
殿
物
語
』
の
成
立
年
代
と
合
わ
せ
て
考
え
る
と
傾
城
町
が
存
在
し
て
い
た
場
所
を
正
確
に
作
品
内
容
に
反
映
さ
せ
て
い
る
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
。
す
な
わ
ち
、
作
品
の
製
作
に
あ
た
っ
て
は
、
現
実
に
取
材
し
て
い
る
可
能
性
が
十
分
に
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
第
二
に
、
露
殿
一
行
が
「
五
条
あ
た
り
に
て
宿
を
借
り
」
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
時
代
は
下
る
が
貞
享
二
年
（
一
六
八
五
）
の
『
京
羽
二
重
』
に
、「
順
禮
宿
」
と
し
て
柳
ば
ヾ
た
こ
や
く
し
上
ル
町
扇
や
正
七
六
角
通
東
洞
院
ノ
角
餅
や
惣
左
衛
門
右
同
北
か
ど
伏
見
や
太
右
衛
門
六
角
通
ほ
ね
や
町
ぬ
い
も
の
や
﹇『
新
修
京
都
叢
書
』
第
二
巻
、
臨
川
書
店
﹈
と
、
西
国
順
礼
の
札
所
付
近
の
宿
が
記
載
さ
れ
て
い
る
が
、
中
世
以
来
の
伝
統
が
あ
る
巡
礼
者
の
た
め
の
宿
と
は
別
に
、
こ
の
頃
既
に
「
五
条
あ
た
り
」
に
旅
行
者
一
四
五
佛
教
大
学
大
学
院
紀
要
文
学
研
究
科
篇
第
四
十
二
号
（
二
〇
一
四
年
三
月
）
が
宿
泊
で
き
る
宿
が
存
在
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
同
じ
く
『
京
羽
二
重
』
の
六
條
坊
門
通
の
項
に
、「
此
通
諸
職
諸
商
」
の
一
つ
と
し
て
「
旅
籠
や10
）
」
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
こ
と
も
傍
証
と
な
ろ
う
。
ま
た
、
こ
れ
も
時
代
は
下
る
が
、
元
禄
七
年
（
一
六
九
四
）
頃
に
編
纂
さ
れ
た
と
推
測
さ
れ
て
い
る11
）
『
京
都
役
所
方
覚
書
』
の
中
巻
に
「
四
十
九
京
都
茶
屋
有
之
場
所
、
同
茶
屋
数
旅
籠
屋
数
」
の
項
目
に
旅
籠
屋
数
一
六
十
六
軒
三
条
一
三
十
四
軒
五
条
一
廿
三
軒
御
幸
町
三
条
上
ル
町
一
廿
軒
御
幸
町
三
条
下
ル
町
一
九
軒
姉
小
路
寺
町
西
へ
入
町
一
十
六
軒
六
角
堂
前多
ク
ハ
順
礼
宿
致
し
候
由
一
廿
軒
六
角
通
骨
屋
町
〆
百
八
拾
八
軒
﹇『
京
都
町
触
集
成
』
別
巻
一
、
岩
波
書
店
﹈
と
あ
る
こ
と
も
考
え
合
わ
せ
る
と
、
三
条
通
付
近
と
順
礼
宿
が
集
ま
る
六
角
堂
付
近
以
外
に
五
条
通
付
近
に
多
く
の
宿
が
存
在
す
る
こ
と
も
、
寛
永
年
間
に
す
で
に
は
じ
ま
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
従
っ
て
、『
露
殿
物
語
』
が
近
世
初
期
の
京
都
の
宿
の
分
布
に
お
け
る
史
料
た
り
得
る
こ
と
を
指
摘
で
き
る
の
で
あ
る
。第
三
に
、
京
都
見
物
に
あ
た
り
「
宿
の
主
を
呼
び
出
だ
し
」
て
「
案
内
し
て
給
は
れ
」
と
言
っ
て
い
る
部
分
で
あ
る
。
し
か
も
宿
の
主
は
こ
れ
を
受
け
て
、「
い
と
や
す
き
御
事
な
り
。
さ
ら
ば
御
出
候
へ
」
と
請
け
合
っ
て
い
る
。
京
都
見
物
の
案
内
の
依
頼
を
受
け
て
す
ぐ
さ
ま
対
応
で
き
る
と
い
う
こ
と
は
、
普
段
か
ら
そ
の
準
備
が
あ
る
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
す
な
わ
ち
、
京
都
見
物
の
案
内
を
宿
の
主
人
が
請
け
負
う
こ
と
は
、
こ
の
当
時
既
に
珍
し
い
こ
と
で
は
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
従
っ
て
、
京
都
見
物
の
た
め
に
上
洛
し
た
人
々
の
た
め
の
案
内
人
と
い
う
役
割
が
近
世
初
期
か
ら
存
在
し
て
お
り
、
万
治
以
降
の
旅
日
記
に
よ
く
見
ら
れ
る
職
業
的
案
内
人
の
萌
芽
と
考
え
る
こ
と
も
で
き
る
の
で
あ
る
。
第
二
節
『
露
殿
物
語
』
の
京
都
見
物
の
行
動
『
露
殿
物
語
』
の
主
人
公
朝
顔
の
露
の
介
は
、
江
戸
に
住
む
身
分
の
高
い
少
年
で
あ
る
。
露
の
介
が
見
そ
め
た
吉
原
の
太
夫
が
廓
か
ら
逃
げ
出
し
た
こ
と
を
聞
き
、
そ
の
女
を
訪
ね
て
上
京
し
た
部
分
で
次
の
よ
う
に
京
都
見
物
を
行
っ
て
い
る
。
（
前
略
）
日
野
岡
峠
、
粟
田
口
通
り
過
ぎ
、
花
の
都
に
着
き
給
ふ
。
露
殿
御
内
の
者
を
近
づ
け
て
、「
い
づ
方
に
て
も
し
か
る
べ
き
所
に
て
宿
と
り
候
へ
」
と
仰
せ
け
れ
ば
、「
承
り
候
」
と
て
、
あ
な
た
こ
な
た
と
か
け
廻
り
、
五
条
あ
た
り
に
て
宿
を
借
り
、
露
殿
を
こ
そ
移
し
申
し
け
れ
。
﹇『
仮
名
草
子
集
浮
世
草
子
集
』（
日
本
古
典
文
学
全
集
三
七
）
小
学
館
﹈
一
四
六
近
世
初
期
の
京
都
見
物
に
つ
い
て
（
中
島
伸
吾
）
と
京
都
の
宿
に
到
着
し
た
と
こ
ろ
で
中
巻
が
終
わ
っ
て
い
る
。
そ
し
て
下
巻
の
冒
頭
で
、
か
く
て
露
殿
、
一
日
二
日
と
過
ぎ
行
き
て
、
旅
の
疲
れ
も
や
み
け
れ
ば
、
宿
の
主
を
呼
び
出
だ
し
、「
我
は
じ
め
て
都
へ
の
ぼ
り
た
る
者
な
れ
ば
、
洛
陽
の
霊
仏
霊
社
、
残
り
な
く
見
物
せ
ん
と
思
ふ
な
り
。
案
内
し
て
給
は
れ
」
と
仰
せ
け
れ
ば
、
主
こ
の
よ
し
承
り
、「
い
と
や
す
き
御
事
な
り
。
さ
ら
ば
御
出
候
へ
」
と
て
、
ま
ず
祇
園
の
社
へ
と
も
な
ひ
行
く
に
、
四
条
河
原
を
通
ら
せ
給
へ
ば
、
こ
こ
か
し
こ
に
桟
敷
・
鼠
戸
を
か
ま
へ
、
そ
の
家
々
の
幕
を
張
り
、
寄
太
鼓
を
打
ち
鳴
ら
し
け
る
ほ
ど
に
、
露
殿
寄
り
て
額
を
見
給
へ
ば
、
「
来
た
る
十
五
日
よ
り
こ
の
内
に
お
い
て
、
観
世
能
御
座
候
。
太
夫
は
吉
野
・
対
馬
・
土
佐
・
定
家
・
尾
上
・
高
島
、
い
づ
れ
も
名
人
達
な
り
。
御
望
み
の
方
々
は
御
見
物
あ
れ
」
と
ぞ
書
い
た
り
け
る
。
ま
た
一
方
に
は
佐
渡
島
歌
舞
伎
と
書
く
も
あ
り
、
ま
た
「
こ
の
内
に
お
い
て
、
能
操
り
御
座
候
。
太
夫
は
河
内
守
」
と
書
く
も
あ
り
。
左
内
浄
瑠
璃
と
書
く
も
あ
り
、
山
豚
と
い
う
生
物
も
あ
り
。
さ
ま
〴
〵
の
て
い
た
ら
く
、
ま
こ
と
に
花
の
都
ぞ
と
、
露
殿
興
を
ぞ
栄
さ
れ
け
る
。
そ
れ
よ
り
祇
園
の
御
前
に
ま
ゐ
り
、
ふ
し
拝
み
給
ひ
て
、
南
の
門
へ
出
で
給
へ
ば
、
縁
の
両
方
に
茶
屋
と
お
ぼ
し
く
て
、
三
十
四
五
の
女
房
の
、
赤
前
垂
を
た
れ
下
げ
て
、「
御
休
み
候
へ
、
御
壁
も
あ
た
た
か
に
候
ぞ
。
こ
の
祇
園
豆
腐
と
申
す
は
、
鬼
界
。
高
麗
・
契
丹
国
・
蝦
夷
が
島
の
果
て
ま
で
も
、
そ
の
隠
れ
ま
し
ま
さ
ず
。
こ
の
豆
腐
を
喰
ふ
人
は
、
わ
が
氏
子
な
ら
ず
と
も
ま
も
る
べ
し
と
、
天
王
の
御
誓
ひ
に
て
候
ぞ
」
と
、
袂
に
す
が
り
と
ど
む
れ
ば
、
さ
す
が
岩
木
に
あ
ら
ざ
れ
ば
、
心
弱
く
も
立
ち
帰
る
、
所
は
祇
園
の
茶
屋
豆
腐
、
何
か
は
苦
し
か
る
べ
き
。
そ
れ
よ
り
八
坂
に
さ
し
か
か
り
、
清
水
に
ま
ゐ
り
給
へ
ば
、（
後
略
）
﹇『
仮
名
草
子
集
浮
世
草
子
集
』（
日
本
古
典
文
学
全
集
三
七
）
小
学
館
﹈
と
祇
園
へ
行
く
途
中
の
四
条
河
原
か
ら
京
都
見
物
を
は
じ
め
て
い
る
。
こ
こ
で
注
目
し
た
い
の
は
、
主
人
公
露
の
介
が
、「
洛
陽
の
霊
仏
霊
社
、
残
り
な
く
見
物
せ
ん
と
思
ふ
な
り
。」
と
言
っ
て
い
る
部
分
で
あ
る
。
こ
れ
は
特
定
の
宗
教
、
宗
派
、
信
仰
に
基
づ
い
て
寺
社
参
詣
を
行
い
た
い
と
い
う
こ
と
で
は
な
く
、
霊
仏
霊
社
即
ち
有
名
な
寺
社
を
残
り
な
く
見
物
し
た
い
と
い
う
意
思
の
表
明
で
あ
る
と
考
え
る
べ
き
で
あ
る
。
従
っ
て
、
寺
社
を
名
所
や
旧
跡
と
同
じ
レ
ベ
ル
で
捉
え
て
い
る
と
い
う
こ
と
も
で
き
る
。
だ
か
ら
こ
そ
参
詣
せ
ん
で
は
な
く
、「
見
物
せ
ん
」
と
言
っ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
こ
こ
に
、
信
仰
に
基
づ
く
寺
社
参
詣
で
は
な
く
京
都
見
物
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
第
三
節
『
露
殿
物
語
』
の
京
都
見
物
の
特
徴
『
露
殿
物
語
』
に
お
け
る
京
都
見
物
を
図
に
し
た
も
の
が
図
二
で
あ
る
。『
露
殿
物
語
』
の
京
都
見
物
は
、
清
水
寺
の
参
詣
の
様
子
の
描
写
等
か
ら
『
竹
斎
』
の
京
内
参
り
を
踏
ま
え
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
『
竹
斎
』
先
ず
清
水
へ
参
り
つ
ゝ
、
鰐
口
て
う
ど
打
ち
鳴
し
、「
南
無
や
大
慈
大
悲
の
観
世
音
、
さ
し
も
草
さ
し
も
畏
き
誓
ひ
の
末
違
へ
給
は
ず
は
、
我
等
を
守
ら
せ
給
へ
や
。
千
手
の
御
誓
ひ
に
は
枯
れ
た
る
木
に
も
花
咲
く
と
承
れ
ば
、
此
一
四
七
佛
教
大
学
大
学
院
紀
要
文
学
研
究
科
篇
第
四
十
二
号
（
二
〇
一
四
年
三
月
）
の
身
の
果
も
頼
も
し
く
思
ひ
申
也
。
相
得
病
早
癒
験
」
と
懇
に
祈
誓
し
て
、
﹇『
名
草
子
集
』（
日
本
古
典
文
学
大
系
九
〇
）
岩
波
書
店
﹈
『
露
殿
物
語
』
さ
て
御
前
に
ま
ゐ
り
、
鰐
口
ち
や
う
ど
う
ち
鳴
ら
し
、「
千
手
の
御
誓
ひ
に
は
、
枯
れ
た
る
木
に
も
花
咲
く
と
承
り
候
へ
ば
、
心
を
つ
く
し
尋
ね
ぬ
る
妻
に
会
わ
せ
て
た
び
給
へ
」
と
、
数
珠
さ
ら
〳
〵
と
お
し
も
み
て
、
肝
胆
を
く
だ
き
祈
ら
れ
け
り
。
﹇『
仮
名
草
子
集
浮
世
草
子
集
』（
日
本
古
典
文
学
全
集
三
七
）
小
学
館
﹈
こ
の
た
め
、
見
物
対
象
に
つ
い
て
も
『
竹
斎
』
と
同
じ
く
東
山
地
域
を
中
心
と
し
て
い
る
。
し
か
し
、『
露
殿
物
語
』
の
京
都
見
物
は
、
見
物
対
象
が
寺
社
に
限
ら
れ
て
い
な
い
こ
と
が
大
き
な
特
徴
で
あ
ろ
う
。
六
条
三
筋
町
の
傾
城
の
様
子
を
描
く
こ
と
か
ら
最
も
古
い
遊
女
評
判
記
で
あ
る
こ
と
の
価
値
に
つ
い
て
は
既
に
指
摘
さ
れ
て
は
い
る
が
、
た
だ
そ
れ
の
み
に
限
定
す
る
べ
き
で
は
な
い
。
例
え
ば
、
観
世
能
、
佐
渡
島
歌
舞
伎
、
能
操
り
、
左
内
浄
瑠
璃
の
興
業
が
行
わ
れ
、
見
世
物
小
屋
も
あ
る
歓
楽
地
と
し
て
の
四
条
河
原
を
描
写
し
て
い
る
。
ま
た
、
祇
園
の
二
軒
茶
屋
で
名
物
の
豆
腐
を
売
る
女
性
の
口
上
や
売
り
込
み
の
様
子
も
細
か
く
描
写
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
一
方
で
『
竹
斎
』
で
描
か
れ
て
い
た
北
野
見
物
は
行
っ
て
い
な
い
。
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、『
露
殿
物
語
』
の
京
都
見
物
で
は
、
都
の
新
興
歓
楽
地
を
描
く
こ
と
が
一
つ
の
主
眼
と
な
っ
て
い
た
と
考
え
る
こ
と
も
で
き
る
の
で
あ
る
。
だ
と
す
れ
ば
、
五
条
あ
た
り
の
宿
に
戻
る
道
す
が
ら
六
条
三
筋
町
の
傾
城
に
立
ち
寄
る
た
め
に
、
三
十
三
間
堂
の
辺
り
か
ら
遠
く
豊
国
社
を
ふ
し
拝
ん
だ
後
に
、
わ
ざ
わ
ざ
東
寺
・
西
寺
、
四
塚
ま
で
見
物
し
た
こ
と
に
し
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
こ
れ
は
そ
の
記
述
量
の
少
な
さ
か
ら
も
十
分
に
考
え
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
考
え
る
と
、『
露
殿
物
語
』
の
京
都
見
物
は
、『
竹
斎
』
の
京
内
参
［図二］
一
四
八
近
世
初
期
の
京
都
見
物
に
つ
い
て
（
中
島
伸
吾
）
り
を
踏
ま
え
て
い
る
こ
と
か
ら
、
京
都
見
物
と
い
う
行
動
で
は
同
じ
で
は
あ
る
が
、
新
興
歓
楽
地
を
描
く
と
い
う
独
自
の
主
題
が
反
映
さ
れ
た
結
果
、
四
条
河
原
や
祇
園
の
豆
腐
売
り
、
そ
し
て
六
条
三
筋
町
の
様
子
を
描
く
と
い
う
特
徴
を
持
つ
に
至
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
お
わ
り
に
『
竹
斎
』
と
『
露
殿
物
語
』
は
ほ
ぼ
同
時
期
に
成
立
し
た
と
考
え
ら
れ
る
仮
名
草
子
の
作
品
で
あ
る
が
、
第
二
章
並
び
に
第
三
章
で
み
て
き
た
内
容
を
比
較
す
る
こ
と
に
よ
り
、
京
都
見
物
に
お
け
る
特
徴
を
確
認
で
き
る
。
例
え
ば
、『
竹
斎
』
は
主
人
公
が
都
を
離
れ
る
に
あ
た
っ
て
見
納
め
に
京
内
参
り
を
し
た
後
に
東
海
道
を
下
る
構
成
と
な
っ
て
い
る
の
に
対
し
て
、『
露
殿
物
語
』
で
は
、
主
人
公
が
江
戸
か
ら
東
海
道
を
上
り
初
め
て
上
洛
し
た
も
の
と
し
て
京
都
見
物
を
行
っ
て
い
る
。
ま
た
、『
竹
斎
』
で
は
、
主
人
公
が
都
の
住
人
で
あ
っ
た
た
め
、
自
ら
京
内
参
り
の
対
象
を
選
択
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、『
露
殿
物
語
』
で
は
宿
の
主
人
に
案
内
を
頼
ん
で
い
る
。
い
ず
れ
も
都
の
住
人
の
立
場
か
ら
見
納
め
に
見
物
す
る
べ
き
も
の
と
、
上
洛
し
た
人
物
が
見
物
す
る
の
に
値
す
る
寺
社
が
提
示
さ
れ
て
い
る
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。『
竹
斎
』・『
露
殿
物
語
』
は
と
も
に
そ
の
記
述
内
容
か
ら
、
作
者
が
京
都
に
住
む
医
師
や
公
家
か
公
家
に
近
侍
し
た
人
物
と
さ
れ
て
お
り
、
京
都
や
京
都
見
物
に
関
す
る
知
識
を
十
分
に
有
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
現
実
に
取
材
し
て
い
る
可
能
性
も
十
分
に
推
測
で
き
る
。
こ
れ
ら
二
作
品
の
読
者
に
と
っ
て
は
、
仮
名
草
子
が
京
都
見
物
の
た
め
の
有
益
な
情
報
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。『
京
童
』
の
刊
行
を
境
と
し
て
次
第
に
京
都
見
物
の
た
め
の
情
報
が
充
実
し
て
い
き
、
や
が
て
刊
行
さ
れ
た
情
報
に
よ
っ
て
京
都
見
物
が
容
易
に
な
っ
て
い
く
の
で
あ
る
が
、
未
だ
い
わ
ゆ
る
名
所
案
内
記
類
が
刊
行
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
時
期
に
、
京
都
見
物
を
計
画
す
る
に
あ
た
っ
て
、
必
要
な
情
報
を
得
る
た
め
に
仮
名
草
子
が
利
用
さ
れ
た
こ
と
も
想
定
で
き
る
。
い
く
つ
か
の
仮
名
草
子
を
読
み
比
べ
る
こ
と
に
よ
り
、
そ
れ
ら
の
主
人
公
が
見
物
し
て
ま
わ
る
先
を
自
ら
の
見
物
先
立
案
の
参
考
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
た
め
、
い
わ
ば
、
京
都
見
物
の
モ
デ
ル
ル
ー
ト
と
し
て
活
用
さ
れ
た
こ
と
も
想
定
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
最
後
に
、『
竹
斎
』
と
『
露
殿
物
語
』
の
仮
名
草
子
に
お
け
る
位
置
付
け
に
つ
い
て
考
え
て
お
く
。『
竹
斎
』
が
万
治
年
間
の
『
東
海
道
名
所
記
』
か
ら
そ
の
後
の
い
わ
ゆ
る
「
膝
栗
毛
も
の
」
の
祖
形
と
な
っ
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
既
に
多
く
の
指
摘
が
あ
る
。
ま
た
、『
露
殿
物
語
』
が
「
評
判
記
も
の
」
の
早
い
時
期
の
も
の
で
あ
り
、
特
に
六
条
三
筋
町
の
傾
城
町
に
関
す
る
数
少
な
い
貴
重
な
記
録
で
あ
る
こ
と
も
既
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
通
り
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
二
作
品
の
も
つ
意
義
は
そ
れ
だ
け
に
と
ど
ま
る
も
の
で
は
な
く
、
京
都
見
物
と
い
う
観
点
か
ら
は
名
所
案
内
記
の
祖
形
と
も
考
え
る
べ
き
と
い
う
点
を
指
摘
し
て
お
き
た
い
。
万
治
・
寛
文
年
間
の
『
京
童
』
や
『
洛
陽
名
所
集
』
に
始
ま
り
、
そ
の
後
も
刊
行
が
続
く
名
所
案
内
記
の
出
現
は
、
当
然
な
が
ら
単
な
る
読
み
物
で
は
な
く
、
京
都
見
物
に
お
け
る
実
用
書
と
し
て
の
要
求
に
基
づ
く
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
京
都
見
物
に
関
す
る
情
報
を
必
要
と
す
る
人
々
が
多
く
存
在
し
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
万
治
・
寛
文
年
間
以
降
に
京
都
見
物
を
行
う
人
々
が
数
多
く
存
在
し
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
し
か
し
、
京
都
見
物
を
行
う
人
々
は
万
治
・
寛
文
年
間
に
新
た
に
発
生
し
た
わ
け
で
は
な
い
。
小
論
で
取
り
上
げ
た
仮
名
草
子
の
記
述
か
ら
、
そ
れ
以
前
か
ら
京
都
見
物
が
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
は
確
認
で
き
る
。
万
治
以
前
に
京
都
見
物
を
行
っ
て
い
た
人
々
も
京
都
見
物
に
関
す
る
情
一
四
九
佛
教
大
学
大
学
院
紀
要
文
学
研
究
科
篇
第
四
十
二
号
（
二
〇
一
四
年
三
月
）
報
を
必
要
と
し
て
い
た
で
あ
ろ
う
。
そ
こ
に
、
京
都
見
物
に
関
す
る
情
報
源
と
し
て
の
仮
名
草
子
が
想
定
で
き
る
の
で
あ
る
。
従
っ
て
、
仮
名
草
子
に
表
現
さ
れ
た
京
都
見
物
が
、『
京
童
』
を
は
じ
め
と
す
る
万
治
・
寛
文
年
間
以
降
の
名
所
案
内
記
類
に
影
響
を
与
え
た
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
〔
注
〕
（
1
）
新
城
常
三
『
新
稿
社
寺
参
詣
の
社
会
経
済
史
的
研
究
』（
塙
書
房
、
一
九
八
二
年
）
六
九
九
〜
七
二
一
頁
２
）
林
屋
辰
三
郎
編
『
近
世
の
展
開
』（
京
都
の
歴
史
五
、
学
芸
書
林
、
一
九
七
二
年
）
二
八
九
〜
二
九
一
頁
３
）
岸
得
蔵
「
解
説
仮
名
草
子
」（『
仮
名
草
子
集
浮
世
草
子
集
』
日
本
古
典
文
学
全
集
三
七
、
小
学
館
、
一
九
七
一
年
）
七
頁
４
）
青
木
美
智
男
『
日
本
文
化
の
原
型
』（
全
集
日
本
の
歴
史
別
巻
、
小
学
館
、
二
〇
〇
九
年
）
一
五
三
頁
５
）
鈴
木
棠
三
「
慶
長
見
聞
集
解
題
」（
原
田
伴
彦
・
竹
内
利
美
・
平
山
敏
治
郎
編
『
日
本
庶
民
生
活
史
料
集
成
』
第
八
巻
見
聞
記
、
三
一
書
房
、
一
九
六
九
年
）
四
七
二
頁
６
）
神
保
五
彌
、
青
山
忠
一
、
岸
得
蔵
、
谷
脇
理
史
、
長
谷
川
強
校
注
・
訳
『
仮
名
草
子
集
浮
世
草
子
集
』（
日
本
古
典
文
学
全
集
三
七
、
小
学
館
、
一
九
七
一
年
）「
解
説
」
二
〇
〜
二
三
頁
７
）
暉
峻
康
隆
「
仮
名
草
子
」（『
岩
波
講
座
日
本
文
学
史
』
第
七
巻
、
岩
波
書
店
）
一
九
五
八
年
８
）
前
掲
注
６
）
９
）
前
掲
注
６
）
10
）『
京
羽
二
重
』（
野
間
光
辰
編
『
新
修
京
都
叢
書
』
第
二
巻
、
臨
川
書
店
、
一
九
九
三
年
）
二
四
頁
11
）
京
都
町
触
研
究
会
編
『
京
都
町
触
集
成
』
別
巻
一
、
岩
波
書
店
、
一
九
八
八
年
、
七
二
五
頁
〔
参
考
文
献
〕
鎌
田
道
隆
『
近
世
京
都
の
都
市
と
民
衆
』
思
文
閣
出
版
、
二
〇
〇
〇
年
川
嶋
將
生
『「
洛
中
洛
外
」
の
社
会
史
』
思
文
閣
出
版
、
一
九
九
九
年
暉
峻
康
隆
「
仮
名
草
子
」（『
岩
波
講
座
日
本
文
学
史
』
第
七
巻
、
岩
波
書
店
、
一
九
五
八
年
）
中
村
幸
彦
『
中
村
幸
彦
著
述
集
』
第
四
巻
、
中
央
公
論
社
、
一
九
八
七
年
野
田
壽
雄
校
注
『
仮
名
草
子
集
』
上
（
日
本
古
典
全
書
）、
朝
日
新
聞
社
、
一
九
六
〇
年
花
田
富
二
夫
、
入
口
敦
志
、
中
島
次
郎
、
安
原
眞
琴
、
ラ
ウ
ラ
・
モ
レ
ッ
テ
ィ
編
『
名
草
子
集
成
』
第
四
十
八
巻
（
東
京
堂
出
版
、
二
〇
十
二
年
）
原
淳
一
郎
『
近
世
寺
社
参
詣
の
研
究
』
思
文
閣
出
版
、
二
〇
〇
七
年
な
か
じ
ま
し
ん
ご
文
学
研
究
科
日
本
史
学
専
攻
修
士
課
程
修
了
）
指
導
教
員：
渡
邊
秀
一
教
授
）
二
〇
一
三
年
九
月
三
十
日
受
理
一
五
〇
近
世
初
期
の
京
都
見
物
に
つ
い
て
（
中
島
伸
吾
）
